
令和８年（2026 年）８月５日 

八王子市都市計画部都市政策課 

 

「市街化調整区域基本方針（改定版）の素案」に関する 

パブリックコメント手続の中間報告について 

 

「市街化調整区域基本方針（改定版）の素案」について、令和８年（2026 年）７月 15 日（水曜日）か

ら令和８年（2026 年）７月 31日（金曜日）までに市民の皆様から頂いたご意見の提出状況を下記のとお

り報告します。 

 

記 

 

１ 意見の提出状況 

（１）提出者数 

 ７名(郵送０名、FAX０名、電子メール２名、窓口提出５名（説明会での提出を含む）) 

（２）意見数 

 ７件 

 

２ 意見一覧 

番号 意見（要約） 

１ ・子供や高齢者も気軽に利用できる憩いの場として、近年減りつつある公園としての活用（シ

ェアサイクルポートの設置等と併せて）をしてほしい。 

・バス待ちにも対応できる屋根付きベンチ等を兼ね備えた、サイクル＆バスライドの増設をお

願いしたい。 

２ 今回の改定による小仏町会への影響が分からない。 

３ 市街化調整区域の公共性について、どの程度の配慮があるのか分からない。（お墓や福祉事務所

など） 

４ 市民の直近の問題を考えられていないと思う。緑が大切なことは良く分かるが、一般家屋への

影響についても考えてほしい。家屋の建替えや相続関係に悪影響が出ている。 

５ 地域活性化のためにも、市街化調整区域の見直しをしてほしい。周囲にはスーパーや薬局等が

立地しており、交通量も多いことから区域を見直す必要があると思う。 

６ 土地利用の区域と考え方（素案 13ページ記載）の「地域活性化により既存集落の維持を図る区

域」について、広義で考えてほしい。住民の立場からすると、維持は困難であると思う。 

７ 市街化調整区域は自然保護と理解しているが、接続道路幅も古くからある赤道程度で道の拡幅

も容易ではなく、駐車場も所有する宅地以外の土地を利用し駐車場とすることもできない。建

物についても木造、２階建て以下との制約がある。自然を保護しその中で暮らす住民生活も視

野に入れた方針を望む。今回の基本方針は開発抑制と認識しているが、生活者と事業用途、団

体・企業など商用目的との違いにも目を向けて、古くからある実家を時代変化がある中でも守

れることを期待する。市街化調整区域は個人所有する土地の価格が低く、利用価値も低いとい

う現状を考慮し、良い方針となることを願う。 

 


